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を
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た
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の
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に
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て
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、
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を
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た
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灞
橋
に
つ
い
て…

桁
橋
は
以
後
も
広
範
に
用
い
ら
れ
，
遺
構
も
数
多
い
。 

西
安
の
灞
橋
（
は
き
よ
う
）
は
漢
代
の
創
建
と
伝
え
，
清
末
の
再
建
な
が
ら
，
円
石
を
積
み
重

ね
た
橋
脚
と
片
持
ち
木
梁
を
用
い
た
石
軸
橋
と
呼
ば
れ
る
独
特
な
構
造
で
，
同
所
の
灃
橋
，
滻
橋
と
と
も
に
知
ら
れ
る
。
福
建
泉
州
の
洛
陽
橋
は
橋
脚
，
梁(

桁)

と
も
に
石
造

の
桁
橋
で
，
北
宋
の
一
〇
五
三
～
五
九
年
の
建
設
に
な
り
，
上
部
は
改
造
さ
れ
た
が
現
存
す
る
。 


